
　治承４年 （１１８０）、 以仁王の令旨を受けて伊豆で挙兵した源頼朝は一族ゆかりの地 ・ 鎌

倉に入り、 大倉幕府の成立を宣言した。 「鎌倉殿」 の誕生である。 鎌倉を目指す頼朝にとっ

て最も大きな壁となったのは、 武蔵国を拠点とする武士たちの存在である。 彼らは、 古代

以来の農地や牧を基盤として武蔵国各地に根を張り、 大小の集団を形成していた。 秩父平

氏 （畠山氏 ・ 河越氏など） のように強い統制力によって結ばれた集団がある一方で、 より

緩やかな同族意識によって結ばれた 「党」 と呼ばれる集団も存在した。 なかでも、 児玉党・

横山党 ・村山党などの主要な武士団は 「武蔵七党」 と呼ばれた。

　「党」 の人々の活躍は、 軍記物語や歴史書に描かれている。 『保元物語』 では、 武士たち

が頼朝の父 ・源義朝と直接主従関係を結んで戦に加わる様子が描かれている。 また、 『吾

妻鏡』には頼朝の奥州征伐や上洛に付き従ったとして「党」の人々の名が書き連ねられており、

鎌倉殿にとって信頼の厚い重要な存在であったことがうかがえる。

鎌倉殿を支えた武士団

「党」から「一揆」へ

　文献上に、 武蔵国の 「党」 的武士団が初めて現れるのは、 １２世紀初め頃である。 院政期

に都で活躍した貴族 ・源師時の日記 『長秋記』 に現れた横山党についての記述は、 武蔵国

の武士団が当時の京都で、 すでに一定の勢力として認められていたことを示している。

　「武蔵七党」 の構成には諸説あり、 １４世紀後半頃 （南北朝期） に成立したと考えられる 『武

蔵七党系図』 は、 野与党 ・村山党 ・横山党 ・猪俣党 ・児玉党 ・丹党 ・西党を挙げている。

一方で、 １５世紀 （室町時代） に成立した辞書 『節用集』 は、 西党に代わって私市党を取り

上げているほか、 錣党を加える説もあり、 実際には多くの 「党」 的武士団が活躍していた。

　同族的結合を重視した 「党」 的集団は、 鎌倉時代の終わりとともに解体へと向かい、 新た

に地縁的結合である 「一揆」 が各地で成立した。 発掘調査では、 15 世紀以降の武士層の

居館の一部と考えられる遺構・遺物が、市内各地で検出されている。 坂戸市内を 「名字の地」

とした人々も、 地縁的共同体に組み入れられながら、 新たな地域支配を展開していったと考

えられる。
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【万福寺の板石塔婆（北浅羽）】

【浅羽城跡 （鶴舞一丁目）】
戦国時代に浅羽下総守（浅羽氏の子孫か）が

本拠地とした城跡。昔の姿は残されていない

が、公園として人々の憩いの場になっている。

浅羽氏の子孫によって、浅羽行成の供養

のために造立された立派な板碑。

【宗福寺の六字名号板碑 （石井）】

須黒氏の館跡の推定地のひとつとさ

れる、宗福寺に残された板碑。

「南無阿弥陀仏」の名号が刻まれる。

【大智寺 （石井）】
真言宗の寺院。

周辺は宗福寺とならんで

須黒氏の館跡として推定

されている。
入西（浅羽氏）
　エリア

勝呂（須黒氏）
　エリア

坂戸に残る武蔵武士の足跡

　坂戸市内に本拠地を置いた 「党」 的集団としては、 浅羽氏 （児玉党） と須黒氏 （村山党）

が知られている。

　浅羽氏は、 入西 （入間川以西の一帯） に拠点を構えた入西資行の長男 ・浅羽行成を祖とす

る一族である。 一族の行光 ・行長は 『吾妻鏡』 にも度々登場し、 鎌倉御家人としての活躍が

うかがえる。 浅羽氏が本拠地とした居館の位置は明らかでないものの、 北浅羽地区の万福寺

には、 浅羽行成の供養塔として徳治２年 （１３０７） に造立された巨大な胎蔵界大日如来一尊

板碑 （通称 「万福寺の板石塔婆」） が残されている。

　浅羽氏に関する史料がきわめて少ないのに対して、 浅羽行成の弟 ・小代遠弘を祖とする小代

氏（東松山市）は豊富な史料を伝えている。 所領の相続について述べた『小代行平譲状』には、

現在の坂戸市内と推定される地名も見え、 鎌倉期の地域社会の様子をうかがえる貴重な資料

となっている。

　須黒氏は、 勝呂を拠点とした須黒家恒を祖とする一族であり、 「勝」 「須久留」 などと表記さ

れることもある。 館跡と伝わる宗福寺 （石井地区） に残された六字名号板碑や、 「道場」 の地

名などからは、須黒氏の浄土信仰がうかがえる。 また、慈光寺 （ときがわ町） 所蔵の弘長２年 （１

２６２） 板碑に見える 「平行直」 は、 須黒行直を指すと考えられられている。
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